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大谷 和代さん Ｑ、皆さんにメッセージをどうぞ。 
 高齢になり足の調子が悪いと、こける

のではという不安から行動範囲が制限さ
れるようになります。また、こけて骨折

し歩かない生活が続くと、認知症につな
がることにもなります。歩くことは全身

の血流を良くし、健康を保つ上でとても
大切なことです。いつまでも自分の足で

歩けるよう健やかな足を保って欲しい。
年齢を問わず、２足歩行の全ての方に自

分の体重と運動バランス、そして血液循
環を支える足にありがとうのケアを。 

   フットケア足家（日本フットケア協会所属） 
営業のご案内 【ご予約優先】 

・毎週金曜日  時～ 時 
足家サロン（香寺町溝口） 

・毎週木曜日  時～ 時 
納屋工房内（姫路市本町 大手前第1ビル４階） 

・第２土曜日・第４火曜日 時半～ 時半 
ＮＰＯ法人愛ランド内（新宮町中野庄） 

 ＴＥＬ ０９０-６９６５-４３８０（大谷）
 生きサポＨＰ上でもメニューを見ていただ

けます。 http://www.ikisapo-harima.com/cb/ash
iya.html 

Kazuyo Otani 

私、生きがいしごとしています。   

Ｑ、活動内容を教えてください。。。。    
 足浴・爪のお手入れ・膝下マッサ

ージ・足裏ケアなどを組み合わせて、
健康な足を保つお手伝いとして、フ

ットケアしています。自宅での足家
サロンの他にも姫路と新宮のコミュ

ニティスペースをお借りして活動し
ています。 Ｑ、きっかけや道のりを教えて下さい。    

学校を卒業以来約３０年間は大阪
で看護職をしており、定年５年前に

実家に帰り、地元で社会に関わりた
いと考えるようになりました。そん

な時に母親が足の骨折のせいで爪が
変形し皮膚に巻き込んで痛みを生じ

るようになっていることを知りまし
た。看護職をしていながら、この爪

をどう切ればいいのか分からない自
分と、身近な母親の症状に気づいて

いなかったことがショックでした。
ちゃんとケアできるようになりた

い、母親だけでなく多くの方の足も
健やかであって欲しいと思い、本格

的にフットケアを学び始めました。
学んだものの実際にどうしたら、フ

ットケアが提供できるのかを考えた
時に、病院では医療法に抵触し、デ

 イサービス施設では経営上難しかっ
たので、単独でやり要請があれば出

かけて行くということにしました。
今では、定期的にスペースを借り、

お客さんの足をケアするようになり
ました。

 
Ｑ，独立してみて感じることは

何ですか？  病院に所属してやれば、お客さん
は病院に来られている患者さんなの

で、ドクターとの連携もでき、足以
外の部分も含めてトータルでケア及

び治療ができますが、どうしても病
気や障害と直結してきます。反対に

独立してやれば、どなたの足でも見
ることができますが、治療的な行為

はできません。また、自分でアンテ
ナを張りお客さんを探し、フットケ

アの大切さを伝える力が必要となり
ます。独立してみて一番感じること

は、お世話になっている方々を通し
て、色々な人との出会いやつながり

が増え、今までになかった、様々な
ジャンルの方々とのネットワークが

できてきたことです。人とのつなが
りがあるからこそ、自然と展開して

いけているのではないでしょうか。 
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そ の て仕事がないとお給料は出ませんが、一
緒にお仕事をすることで、主婦の方で再

就職に困っておられる方の手助けになれ
ばと思っています。 Ｑ、同じように便利屋をしたいと考え 

ている方にアドバイスをお願いします。 
とりあえず何からでもやってみたらど

うでしょうか。資金もいりませんし、電
話があれば自宅でできます。でも、自宅

だったら嫁さんにうっとおしがられるか
もしれませんね（笑） 

         コスモ総合システム 姫路市広畑区則直８６ 
時間:９時～午後は頑張れるまで 

休日:土日祝 料金:１時間１５００円～ ＋５００円（交通費） 
対象地区:広畑西地区 

ＴＥＬ ０７９-２３６-３７１３（井上）

 

私、生きがいしごとしています。   

Ｑ、何をする会社ですか？ 
 買い物や子どもの送り迎え、家庭で

の作業など、ちょっと手助けしてほし
いなと思う時や、「嫁さんに頼んだっ

て嫌がられるしな…」という時にもぜ
ひご用命ください、お手伝いします。

実際、お手伝いできることとできない
ことがあるけれど、「こんなんでも頼

んでいいかな…？」ということでも、
ひとまずお話ししに来てください。で

きることなら何でもお手伝いします。 
Ｑ、きっかけや道のりを教えて下さい。    

 約３０年間金融業界でサラリーマン
をやっていましたが、今から約１０年

前、そろそろ定年を迎えるにあたって、
定年後に何をするのかを考え始めまし

た。そんな時、近所の友人が庭の石を
のけるのに、力を貸して欲しいと言っ

てきた時に、こういうちょっとした手
助けを必要としている方が他にもいる

かもしれないと感じ、地域の便利屋を
してみようと思いました。徐々に定年

が近づく頃、新聞記事で大阪の団塊世
代や神戸の大学生の便利屋の活躍ぶり

を読み、「よし、私もこれでやって行こ
う！」と最終決定をしました。新聞や 本はとても参考になりますね。 

    Ｑ、これからどうしていきたいですか？ 
実はまだお客さんはないんです

（笑）。本当にこれからのスタートだと
思っています。地域の皆さんのお役に

立てて、喜んでもらえて、そのうち「あ
んた、いいところに来てくれたなあ」

って言われるようになりたいです。 
裏の畑で無農薬の野菜を作っているの

ですが、食べきれなくて腐らせてしま
います。そこで先日、余っていた野菜

をある人に差し上げたら、とても喜ん
でいただけました。実は、こんなにも

喜んでもらえるとは思ってもいなかっ
たので、とてもびっくりしました。で

すので、これからお手伝いさせていた
だいたお客さんには、私が作った野菜

をおすそ分けしたいと思っています。
何といっても、相手に喜んでもらえる

ことを第一にやりたいんです。それと、
今は私一人でしていますが、現在スタ

ッフ募集中です。お客さんから呼ばれ 
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井上治幸さん Haruyuki Inoue 

 

 

↓井上さんの定年後参考書ラック 
 

↓井上さんの事務所 ↑ここで野菜を作っています。  
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私、生きがいしごと しています。   
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20 地域活動支援センター「出愛いの里」施設長  
               高橋 誠さん Makoto Takahashi 

Ｑ、活動内容を教えてください。。。。    
出愛いの里は、平成 年４月からしょうがいのある人たちの

自立（自律）と生きがいを高め、働く場として開所しました。

地域の一員としての役割を果たし、しょうがいのある人たちへ

の理解を深めると共に、子供たちや高齢者をはじめ、誰もが安

心して暮らし続けられる町づくりを地域の人たちと一緒に進め

ていきたいと考えています。そして、その目的を達成するため

に、平成 年４月に、特定非営利活動法人を設立し、障害者自 

立支援法上の事業（姫路市地域活動支援センター）に移行して、 

より一層地域貢献を果たしていきたいと考えています。主な活 

動内容としては、メール便配達、 
ポスティング、清掃業務（マン 

ション、ケアー付き高齢者住宅 
）、福祉機器部品製作、軽作業 

（ステップル、包装）、ビーズ 
製品、どんぐりペンダント、公 

共交通機関利用訓練、書道等で 
す。 Ｑ、利用者さんの様子や、感じることを教えて下さい。    

出愛いの里では卒業した後、社会に通じるようになるため、

就労や工賃水準の向上につながるようなことを心がけていま

す。メール便配達を例にとると、２～３人が１グループになり、

１人がリーダーになって配達に行っています。そうすると、リ

ーダーが卒業すれば自然と次の人がリーダーとなってグループ 

を引っ張るようになり、責任感が生まれます。また、配達は相 

 手がいる仕事なので、休む訳にはいきません。そうすると、休

みがちだった子が配達の責任感に後押しされて毎日出てくるよ

うになりました。更には、表札の名前を頼りに配達するのです

が、漢字が読めない人は配達できません。その上、ローマ字の

表札の家も最近は増えており、配達が困難になってきています。

しかし、利用者さんは、必要と感じたら、人に助けられながら

も、自ら漢字やローマ字を勉強し、仕事で使えるように日々努

力しています。勉強というものは、やれと言われてやるもので

はなく、自分で必要だと感じて自分からするものだと改めて教

えてもらいました。なので、ここの利用者さんは、時間さえあ

れば自分から率先して漢字やローマ字の勉強をしています。 

やるのは利用者のみなさんですが、それを少しでも、やりや

すいような環境にしてあげたり、利用者さんが幸せになるため

にどうしたらいいかを考えることが私たち職員の仕事だと思っ

ています。各々に合ったメニュ 
ーを見つけてあげ、やりにくい 

作業の補助になるような道具を 
開発し、作業所だけではなく地 

域の方とのふれあいも与えるな 
ど、将来少しでも自分のできる 

ことを増やすために社会へ出て色 
チ々ャレンジしてもらいたいです。 

Ｑ、どうして法人化を考えたのですか？    
現在、利用者さんの平均年齢は 歳です。今いるみんなが仮

に平均寿命まで生きるとすれば、あと 年は続けないといけま

せん。しかし私は 年後にはもう存在しません。私が利用者さ

んやそのご家族の願いを一緒に添い遂げようと思っても限界が

あります。ですので、創業者として私が今しなければならない

のは、現状を少しでも良い環境に整えること、そして、未来に 

対して安心して任せられる後継者を作ることだと考えています。 

このように出愛いの里をＮＰＯ法人にしたのは、利用者さん

の居場所として、安心してこれからもずっとあり続けられるよ

うにするのだという意思を表明したものなのです。 
 特定非営利活動法人出愛いの里福祉会 

事務所＆作業場:姫路市伊伝居７６-１４ 
第２作業場:姫路市伊伝居８１-８平井ビル１階 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７９-２８８-１０３３
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 ↑ビーズ製品（アームバンド・ゴーヤストラップ等）を作っています。  ↑ステップル作業は随分慣れて、今ではお手のものになりました。 


